
平成２２年度一般会計当初予算説明資料
３款 民生費

１項 社会福祉費 障害福祉課（内線：７８６２）→事業実施：障がい福祉課

１２目 障がい者自立支援事業費 （単位：千円）

財 源 内 訳
事 業 名 本 年 度 前 年 度 比 較 備考

国庫支出金 起債 その他 一般財源

（新）

薬物依存症リハビリ 1,959 0 1,959 1,959

施設助成モデル事業

トータルコスト 1,959千円 （前年度 0千円）［正職員：0.0人］

主な業務内容 補助金交付事務等

工程表の政策目標（指標） －

事業内容の説明

１ 事業の目的・概要

薬物依存症のリハビリ施設等の社会復帰施設の中には、サービス形態が、障害者自立支援法のサ

ービス形態に適合しないため、公的支援を受けることができず、運営基盤が脆弱なところがあるこ

とから、当該施設の運営に要する経費の一部を、薬物依存症リハビリ施設等が障害者自立支援法の

サービスとして位置付けられるまでの間助成することにより、薬物依存症者の社会復帰の促進を図

る。

２ 主な事業内容

薬物依存症リハビリ施設助成モデル事業

事 業 主 体 薬物依存症者等のリハビリ施設を運営する団体

対 象 事 業 薬物依存症者リハビリ施設

補助対象経費 施設の運営に係る経費のうち知事が認める経費

補助基準額 １，９５９千円／件（定額補助）

※ 小規模作業所運営費補助金の作業所割と同額

予 算 額 １，９５９千円

補助対象 国による支援体制が確立されるまでの間

期間 ※薬物依存症リハビリ施設の支援体制が確立するよう要望することとしている。

３ これまでの取組状況、改善点

これまで、薬物・アルコール依存症対策は、薬物の不適正使用・有害使用の防止に重点がおかれ、

依存症に対する治療的な視点が乏しく、対策が十分に行われず、依存症の患者が治療・支援を受けに

くい状況がある。

薬物依存症リハビリ施設が効果的に活動できるよう運営費の一部を助成する。


